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関西中国間連系線の運用容量の制約

 関西中国間連系線を構成する送電線のルート断故障の際に，健全ルート側の潮流増
加により無効電力消費が急増し，電圧が低下することを踏まえ，運用容量を設定
（中国地内500kV送電線も同様）
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系統安定化装置更新に伴う電圧安定度維持のための電源制限機能追加

 従来，中国地内の500kV送電線故障時に同期安定度を維持することを目的に，系統安定
化装置（以下，中国基幹系SSC）による電源制限を実施

 中国基幹系SSCの更新時（2020年6月末予定）に，電圧安定度維持を目的とした電制機
能（以下，電圧電制）を追加することで，中国地内500kV送電線の運用容量を増加

 関西中国間連系線を構成する送電線の一つである500kV新岡山幹線※故障時にも電圧電制
を行うため，2020年7月以降の関西中国間連系線の運用容量の増加が可能である。

 ただし，関西中国間連系線の運用容量増加に伴う60Hz同期系統内の同期安定度への影響
を検討中であり，検討結果を踏まえて，関西中国間連系線の運用容量の増加を判断してはど
うか。

中国基幹系SSC
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新岡山幹線 西播東岡山線

山崎智頭線

※現行，関西中国間連系線は新岡山幹線ルート断時の電圧安定度制約で運用容量が決定

電圧電制対象線路
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（参考）2019年度関西中国間連系線運用容量算定時の電源制限の織り込み
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